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広
域
行
政
調
査

特
別
委
員
会
活
動
報
告

　
調
査
テ
ー
マ　

「
広
域
行
政
と
合
併
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の

調
査
に
つ
い
て
」

　
当
特
別
委
員
会
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
で
十
分
な
調

査
が
で
き
ず
、
委
員
会
に

お
け
る
意
見
を
集
約
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
委
員

の
意
見
を
ご
紹
介
し
、
広

域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

の
報
告
と
し
ま
す
。

【
１
】
「
中
核
市
を
目
指

す
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、

一
、
中
核
市
と
な
る
こ
と

で
、
福
祉
、
保
健
衛
生
、

環
境
、
都
市
計
画
な
ど
市

で
実
施
で
き
る
事
務
が
大

幅
に
拡
大
し
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

一
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、

半
田
市
独
自
の
保
健
所
を

持
つ
こ
と
は
感
染
症
対
策

と
し
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

一
、
中
核
市
に
な
る
こ
と

で
増
加
す
る
行
政
事
務
に

対
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
補
填
さ
れ
る
。

一
、
今
期
は
や
む
を
得
ず

調
査
不
足
と
な
っ
た
が
、

中
核
市
を
目
指
す
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ

る
の
で
、
来
期
も
継
続
し

て
調
査
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

【
２
】
西
尾
市
と
幡
豆
３

町
の
視
察
を
踏
ま
え
た

「
市
町
合
併
」
に
つ
い
て

一
、
合
併
に
よ
り
、
人
件

費
の
削
減
は
進
ん
だ
が
、

公
共
施
設
の
削
減
は
思
う

よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

一
、
合
併
の
よ
う
に
大
き

な
政
治
判
断
が
必
要
な
事

業
は
行
政
任
せ
で
は
進
ま

な
い
。

一
、
市
民
が
不
便
を
感
じ

ず
に
合
併
す
る
こ
と
が
成

功
の
秘
訣
で
あ
る
。

一
、
半
田
市
の
近
隣
市
町

は
観
光
資
源
が
豊
富
で
あ

る
た
め
、
合
併
し
た
場
合

は
視
察
先
の
西
尾
市
と
同

様
に
観
光
分
野
で
の
魅
力

の
高
ま
り
が
期
待
で
き
る
。

一
、
合
併
は
究
極
の
行
政

改
革
で
あ
る
。

一
、
西
尾
市
は
、
合
併
す

る
な
ら
「
こ
の
組
合
わ
せ

し
か
な
い
」
と
い
う
状
況

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
合
併
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ

の
様
な
組
合
わ
せ
の
な
い

半
田
市
が
合
併
を
目
指
す

場
合
に
は
、
合
併
の
相
手

に
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
示

す
必
要
が
あ
る
。

【
３
】
「
一
部
事
務
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
」
は
、

一
、多
く
の
事
務
に
つ
い
て

広
域
的
に
事
務
を
行
っ
た

方
が
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
得
ら
れ
、人
件
費
、施
設

維
持
費・運
営
費
等
で
費

用
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

一
、
組
合
議
会
議
員
は
、

各
市
議
会
の
代
表
と
し
て

組
合
議
会
に
出
席
し
て
い

る
た
め
、
実
質
的
に
一
議

員
と
し
て
の
選
択
が
で
き

な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。

一
、
広
域
行
政
が
多
岐
に

渡
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み

る
と
、
４
つ
あ
る
一
部
事

務
組
合
の
整
理
統
合
よ
り

も
、
市
町
合
併
で
行
政
改

革
を
実
行
す
る
こ
と
の
方

が
意
味
が
あ
り
、
合
理
的

で
は
な
い
か
。

南
吉
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会
活
動
報
告

調
査
テ
ー
マ

「
南
吉
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」

　

新
美
南
吉
は
、
生
誕

1
0
0
年
、
没
後
70
年
が

過
ぎ
た
今
も
、
高
く
評
価

さ
れ
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
。
今
日
の
様
に
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

没
後
の
顕
彰
活
動
の
お
か

げ
で
す
。
ま
た
、
30
年
前

に
始
ま
っ
た
彼
岸
花
の
保

全
活
動
も
、
市
民
の
善
意

で
矢
勝
川
の
堤
に
南
吉
童

話
の
世
界
を
描
け
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
南

吉
の
文
学
顕
彰
と
彼
岸
花

の
保
全
活
動
を
受
け
継
ぎ
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
課
題
を
整
理
す
る
と
、

記
念
館
へ
は
、
毎
年
５
万

人
以
上
の
来
館
が
あ
る
う

ち
、
80
％
以
上
が
知
多
半

島
外
で
す
。
市
内
か
ら
の

来
館
は
、
10
％
程
度
で
す
。

ま
た
、
新
美
南
吉
童
話
賞

は
、
２
０
２
０
年
度
で
32

回
を
迎
え
毎
回
２
千
編
近

く
応
募
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
童
話
賞
で
も
、
市
民
か

ら
の
応
募
数
は
１
割
程
度

で
す
。

　
次
に
、
学
校
教
育
で
は
、

南
吉
の
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

は
、
小
学
4
年
生
の
国
語

の
全
検
定
教
科
書
に
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
南

吉
と
出
会
え
る
の
は
こ
の

機
会
の
み
で
す
。
ま
た
、

市
内
の
小
中
学
生
が
記
念

館
を
訪
れ
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

　
朝
読
な
ど
読
書
の
機
会

や
、
「
集
団
読
書
テ
キ
ス

ト
」
を
活
用
し
た
南
吉
学

習
や
「
新
美
南
吉
読
書
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど

は
、
授
業
で
の
取
組
み
は

任
意
と
の
こ
と
で
す
。　

　
新
美
南
吉
が
遺
し
た
も

う
一
つ
の
財
産
、
彼
岸
花

の
保
全
活
動
は
、
活
動
の

中
心
を
担
う
方
の
世
代
交

代
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
活

動
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
で
す
。

　
新
美
南
吉
は
、
全
国
的

に
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
が
、
半
田
市
で
は
、
作

品
に
親
し
む
機
会
づ
く
り

が
充
分
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
以
下
の
提
言
を

行
い
ま
し
た
。

一
、
学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
「
市
内
全
て
の
小
中

学
生
の
南
吉
記
念
館
へ
の

訪
問
」
・
「
集
団
読
書
テ

キ
ス
ト
の
更
な
る
活
用
」・

「
教
育
担
当
者
へ
の
南
吉

研
修
の
実
施
」
な
ど
、
南

吉
と
出
会
う
機
会
を
設
け

て
下
さ
い
。

一
、
南
吉
童
話
を
題
材
に

し
て
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

時
の
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

幼
児
期
の
読
み
聞
か
せ
、

朗
読
会
な
ど
を
実
施
す
る
。

一
、
街
角
で
南
吉
作
品
に

出
会
え
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
半

田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
の
折
や
市
内
ゆ
か
り
の

地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
の

設
置
を
計
画
し
て
下
さ
い
。

一
、
矢
勝
川
の
彼
岸
花
保

全
活
動
を
確
実
に
継
続
す

る
た
め
に
、
奉
仕
活
動
に

依
存
し
な
い
仕
組
み
を

作
っ
て
下
さ
い
。

一
、
南
吉
関
連
事
業
に
お

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
南
吉
に
親
し
め
る
よ
う

に
、
教
育
部
は
全
庁
的
な

取
組
み
に
発
展
す
る
よ
う

一
層
の
連
携
を
図
り
、
計

画
的
に
実
施
し
て
下
さ
い
。
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